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種苗 ま た は種子伝染性の畑作物病警 に は様々 な も の が
あ る 。 こ こ で は， ム ギ， ダイ ズ， お よ び ジ ャ ガ イ モ の病
害の う ち ， 主 要 な伝染源が種子や種イ モ を 経 由 し て伝染
し， 最近話題 と な っ て い る 病害 に つ い て 簡単 に 述べ る 。

I ム ギ 類黒節病 ( Pseudomonαs syringae 

pv . japonica)  

病原細菌 は我が国 の み に 分布す る 。 伝染経路 は十分解
明 さ れて い な い が， 汚染種子 に よ る 一次伝染が重要な役
割 を 果 た し て い る と 推察 さ れ る 。 土 中 で の越冬 も 可能 で
あ る 。 発病 は環境条件 に 左右 さ れや す く ， 日 温較差が大
き く 植物体 に生理的障害 を 与 え る 寒波が襲来 し た 後 に 発

え い
生が多 い傾向があ る (福 田， 1992) 。 病原細菌 は 穎 の 気

孔から侵入 し， 柔組織細胞間 隙中 で増殖 し た 病原細菌が
種子伝染源の 主体であ り ， 麦粒 も 感染 し ， 麦粒下部の珠
柄付着部付近の柔組織細胞間隙中 に病原細菌が存在す る
(福 田ら， 1990) 。 本病 は オ オ ム ギ， コ ム ギ の葉， 葉鞘，
節， 手早お よ び穏 に 発生す る 。 葉鞘で は， 黒褐色 の長い 条
斑 を 生 じ る 。 得では節の部分が濃褐変 し ， 節の上下 に 黒
い条線が伸 び， こ れ よ り 上 の部位 で は 生育が劣 っ た り ，
枯死す る こ と も あ る 。 穏 で は穂焼症状 を起 こ す。 コ ム ギ
で は 節が侵 さ れ る 症状 が 多 い (福 田， 1992) 。 本病 に 擢

〈 ず
病す る と 千粒重が低下 し ， 粒厚が 2 . 0 mm 以下の屑麦が
多 く な り 品質 も 低下 す る (大場ら， 1990) 。 防除法 と し
て は ， 健全種子 の確保が最 も 重要 であ る 。 発病圃場から
は採種せず， 種子消 毒 を 励行す る 必要があ る 。 抵抗性品
種の利用 や被害得の焼却処分 も 有効であ る 。 激発圃場で
は， 1�2 年ム ギ 類 の栽培 を 控 え た ほ う が よ い (福 田，
1992) 。

E ム ギ 類条斑病 ( Cephalosporium 

gramineαrum) 

本病 は種子お よ び土壌伝染す る 。 発病株で生産 さ れた
種子 は ， そ の表面 と 内部 (膝) が病原菌で汚染 さ れ る 。 発
病株が混在す る と 収穫作業時 に健全株の種子 も 擢病組織
内 の 病原菌で汚染 さ れ る 。 こ の よ う な 種子 を 播種 す る
と ， 種子伝染 に よ る 発病が認められ る が， 一般的 に 発病
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茎率 は 1�2% と 低 く ， 実 質 的 な 被害 は な い。 し か し，
汚染種子の使用 に よ り 土嬢 中 の 菌密度が増加 し ， 発病が
拡大 し た 例 があ る た め ， 汚染種子 に よ る 病原菌の 分散 を
防止す る こ と が重要であ る (尾崎， 1992) 。

本病 は典型 的 な 導管病で， 生育初期 の 下位葉 の 条斑 は
コ ム ギ の 生育 に 伴 っ て順次上位葉 に も 出現 し ， 最終的 に
は止葉 に ま で及 び， 症状の激 し い株 は 出穂前 に 枯死 し ，
大 き な減収要因 と な る (尾崎， 1992) 。 種子 の 汚染経路
は， 導管通過型の 汚染 (感染) と ， 発病株の組織内 の病
原菌 と の 接触 に よ る 汚染 の 二 つ の 経路が存在 す る (尾
崎， 1999) 。 防除 は， 健全種子 の 確保 と 種子 消 毒 の 励行
の 2 点 に 尽 き る 。 発生圃場 で は 土壌 を 介 し て 種子が汚染
す る 可能 性 があ る た め ， 無 発 生 園 場 から採種す る 。 ま
た ， 発生地域で は， チ ウ ラ ム ・ ベノ ミ ル水和剤 な ど に よ
る 種子消毒 を励行す べ き であ る 。 上述の よ う に種子伝染
に よ る 発病の頻度 は か な り 低 い こ と から， 種子 を 汚染 し
て い る 病原菌 の す べ て が発病 に 関与 し て い る と は 限ら な
い (尾崎， 1999) 。 こ の た め ， 種子表面や種子 内 部 の 病
原菌の行動様式 と 発病機構 に つ い て は， 更 な る 検討が必
要であ る 。

皿 ム ギ 類紅色雪腐病 (Monographellα

nivalis (Microdochium nivale) ) 

ム ギ類紅色雪腐病菌 は， ム ギ類赤か ぴ病 を も 引 き 起 こ
し ， 種子伝染 す る 。 本病菌 は 多犯性で腐生性が強 く ， 土
壌伝染 も す る 。 赤 か ぴ病 に 擢病 し た 種子 を 用 い る と ， 発
芽前立枯れ， 幼苗の根や子葉輸の褐変腐敗 が認 め ら れ
(MILLAR et al. ， 1969) ， 融雪後雪腐病 と な る 。

本病の耕種的防除法 と し て ， r土入 れJ と 呼 ば れ る 伝
統的農法が有効であ る ( 中 島， 1996) 。 ま た ， 抵抗性品
種の利用 も 有用 であ る 。 種子消 毒 は ， 種子からの伝染源
を 断つ意味で効果が高い。 し か し ， 本病 に は土嬢伝染経
路 も あ る こ と から， ほ か の 雪腐病が併発 し た り 積雪期聞
が長 い地域 で は ， 根雪直前の 茎葉散布 も 欠 かせ な い。 さ
らに， 採種が 目 的の 圃場 で は ， 赤 か ぴ病 を 防除す る た め
の薬剤散布が必要 であ る ( 中 島， 1999) 。 種子消毒剤 と
し て は ， イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩液剤 ほ かがあ る 。 ベ ン ゾ
イ ミ ダ ゾ ー ル系薬剤の茎葉散布 に は薬剤耐性菌が広 く 分
布 し て い る が， 本剤耐性菌 に は ト リ ア ル ミ ゾ ー ル 剤 の 散
布が有効であ る (小泉， 1993) 。 耐性菌 の 分布拡大 を 防
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ぐ に は ， 各種薬剤の ロ ー テ ー シ ョ ン散布が重要であ る 。
前述 の よ う に 紅色雪腐病 と 赤か び病 は 共通の病原菌であ
る Microdochium nivale に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 。 北

海道 に お け る こ れらの二大病害の撲滅 に 向 け て ， 今後本
病菌の更 な る 生態解明， 発病機構の 解明が期待 さ れ る 。

W 黒 穂 病 類

① オ オ ム ギ， コ ム ギ裸黒穂病 ( Ustilago nuda) 

② オ オ ム ギ堅黒穂病 ( Ustilago hoedei) 
③ コ ム ギ な ま ぐ さ 裸黒穂、病 ( Tilletia cari・es， Til­

letia joetida) 
裸黒穂病の病原菌 は花器感染 し ， 種子伝染す る 。 最近

は 目 立 つ た被害 は な い が， 被害粒が混入 す る と 著 し い品
質劣化 を招 く の で， 注意を 要 す る 。 防除対策 と し て は ，
出穂時 に 病穏の子実表 皮が破れな い う ち に 抜 き 取 り ， 焼
却処分す る 。 ま た ， 播種時 に種子消毒 を 行 う こ と が肝要
であ る 。

オ オ ム ギ堅黒穂病菌 は 厚膜胞子の形で種子 に 付着 し生
存す る 。 汚染種子が播種 さ れ る と ， 病原菌 は子葉鞘から
植物体内 に 侵 入 す る 。 防除 は 発生 圃 場 か ら の 採 種 を 避
け， 種子消 毒 を 行 う 。 コ ム ギ な ま ぐ さ 裸黒穂病菌 に は 2
種あ り ， いずれ も 厚膜胞子が種子 に 付着 し種子伝染す る
ほ か， 土中 に 落下 し た 胞子が生存 し て 土壌伝染す る 。 土
壌伝染 は重要 な伝染経路で は な い が， こ れ を 防止す る た
め連作 を 避 け る ほ う が よ い。 播種時の種子消毒 も 他病害
と 同様 に 重要 であ る 。

V ダ イ ズ ウ イ ル ス 病類

ダ イ ズ の ウ イ ル ス 病 の 病 原 ウ イ ル ス に は， SSV ( ダ
イ ズ モ ザイ ク ウ イ ル ス ) ， SMV ( ダ イ ズ萎縮 ウ イ ル ス ) ， 
SDV ( ダ イ ズ媛化 ウ イ ル ス ) な ど， 多 種 多 様 であ る が
そ の 多 く は種子伝染 し， ハ ム シ類や ア ブ ラ ム シ に よ り 伝
播 さ れ る 。 ウ イ ル ス 擢病粒 は褐斑粒 と な る こ と があ り ，
品質 に も 影響す る 。 防除法 と し て は ， 発病株の な い 圃場
から収穫 し た種子 を 用 い る こ と と ， 伝播す る 害虫 ( 主 に
ア ブ ラ ム シ ) を殺虫剤 の散布 に よ り 駆除す る こ と が基本
であ る 。 最近で は ， 弱毒 ウ イ ル ス を利用 し た 防除法 も 実
用化 さ れて い る 。

羽 ダイ ズ葉焼病 ( Xanthomonαs cαmpestris 

pv . glycines) 

本病 は， 関東以西 の 暖地 で ダ イ ズ の 生育後期 (着爽
期) に発生す る 。 近年発病が増加傾向 に あ り ， ダイ ズ の
無視で き な い減収要因の一つ に な っ て い る 。 病原細菌 は
種子や被害茎葉で越冬 し ， 風雨で運 ばれ， 気孔や傷 口 な

ど植物体の 開孔部 から侵入す る o 防除対策 と し て は， 健
全種子 を用い る ほ か， 連作 を 避 け ， 抵抗性品種 を栽培す
る 。 ま た ， 被害茎葉 は 集 め て 焼却す る 。

四 ダイ ズ紫斑病 ( Cercospora kikuchii) 

本病菌 は子実 に 紫斑 を 形成 し て品質 を 低下 さ せ， 全国
各地 で恒常 的 に 発生 し て い る ダ イ ズ の 最 重要病害 であ
る 。 病原菌 は 主 に 菌 糸 の 形 で種子 に 寄生 し て 越冬 し ， 翌
春発芽 と と も に 子葉 を侵 し ， 形成 さ れ た 病斑上 の 分生胞
子が飛散 し て 発病が茎葉や爽 に 広が る 。 子 実 の発病 は，
爽 に 侵入 し 爽 の 内部 に 進展 し た 菌糸 に よ っ て 引 き 起 こ さ
れ る 。 本病の発生 は， ダイ ズ の 生育がお う 盛な 7 月 中旬

から 8 月 上旬 に か け て 少 な し 9 月 中旬 以 降 急速 に 増加
す る 。 紫斑粒の発生 は ， 爽が緑色 を呈 し て い る 聞 は全 く
認められず， 爽が黄化 し 成熟期 に 至 る 過程で急速 に 増加
す る 。 子実の発病 に 適 し た 爽 の 感染時期 は ， 開花 1 2 日
後から開花 37 日 後 の 聞 であ る と 推察 さ れ， 降雨 は 本病
発生 に 大 き く 影響す る (藤 田 ， 1990) 。

本病の耕種的防除法 と し て は ， 健全種子の利用 や 擢病
残澄 を 土 中 に 埋没 さ せ て 菌 の 生存率 を 低下 さ せ る 秋耕，
並び に栽培法の改善や 早期収穫 と 収穫後の速やか な乾燥
があ げられ る (藤 田， 1990 ) 。 薬剤 防 除法 と し て は ， 種
子消毒 と 茎葉散布があ る 。 後者 は 紫斑粒 の 発生 を 防止す
る 効果があ る 。 こ の ほ か， 抵抗性品種の利用が最 も 効果
的 と 考 え られ る が， そ の た め に は 抵抗性検 定 法 の 確立
と ， 母本 と し て利用可能 な 高度抵抗性系統の探索が必要
であ る (藤田， 1990) 。

咽 ジ ャ ガ イ モ粉状 そ う か病 ( Spongospora 

subterrαneα) 

本病 は ジ ャ ガ イ モ の 地下部 の み に 発生 し ， 感染 し た 塊
茎 に は 円形の斑点が生 じ ， の ち に 表 皮が破れ て 黄褐色の
粉状物が露出 す る 。 こ の た め イ モ の商品価値 は著 し く 損
な わ れ る 。 本病 は最初北海道で発見 さ れた が， 近年発生
地域が拡大 し ， 問題 と な っ て い る 。

本病の第一次伝染源 は ， 土壌 中 お よ び擢病塊茎内 の休
眠胞子であ る 。 本病菌 は ジ ャ ガ イ モ 以 外 に も ト マ ト ， ナ

ス な ど の ナ ス 科植物 の板 に 寄生 し ， そ の 内部 に 休眠胞子
球 を 形成す る 。 本病菌 の遊走子 は ジ ャ ガ イ モ 褐色輪紋病
の病原 ウ イ ル ス (PMTV) を 伝搬 す る こ と が知られ て
い る が， 絶対寄生菌であ る こ と から人工培養がで き ず，
生理的性質 は よ く わ か っ て い な い。 ま た ， 塊茎表 皮の破
れて い な い未熟病斑 は そ う か病な ど の 他病害 と の 区別が
困難で混同 さ れ る こ と があ り ， 生態的特性 も 十分解明 さ
れて い る と は 言 い難い。 防除法 と し て は ， 無病の種イ モ
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を 用 い る ， 発生圃 での栽培 を 避 げ る な ど の耕種的対策が
中心 で あ る 。 登録薬剤 は あ る が， 現在の と こ ろ 卓効 を 示
す も の は な い。
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お知 ら せ

O平成 12 年度宇宙環境利用 に 閲 す る 地上研究公募 の ご
案内
国際宇宙 ス テ ー シ ョ ン の 宇宙 に お け る 組立が昨年 1 1

月 か ら 開始 さ れ， 本格的 な宇宙環境 を利用 す る 時代 を迎
え よ う と し て お り ま す。 宇宙環境 で は ， 微小重力 や高真
空等地上で は得がた い環境 の下で， 実験 を 実施す る こ と
がで き ま す。

我が国 は， 国際宇宙 ス テ ー シ ョ ン計画 に 独 自 の 実験棟
「 き ぽ う 」 を も っ て 参加 し て お り ， 今後， こ の よ う な 宇
宙環境 を利用す る 機会が飛躍的に増大す る こ と に な り ま
す。 一方， 地上での広範 な分野の研究 を宇宙環境 を利用
す る 実験 に 結びつ け， 更 に は具体的 な宇宙実験の提案 ・
実施 に 至 る ま で地上 に お け る 関連研究 の 蓄積が必 要 で
す。 本制度 は， こ の よ う に 「 き ぽ う j を 中心 と し た 宇宙
環境 を利用 す る 準備段階 と し て ， 幅広 い分野の研究者 に
研究機会 を提供 し ， 宇宙環境利用 に 関連す る 地上研究 を
推進す る こ と を 目 的 と し て い ま す。
・公募制度 の概要

大学， 国立試験研究機関， 民 間 企業 な ど の研究者 の
方々 を対象 に 幅広 く 研究 テ ー マ を 募集 し ま す。
・応募資格

応募者 の 国籍， 所属機関の所在地 ( 国 内外) は 聞 い ま
せ ん が， 日 本語 に よ る 応募及 び面接 に対応で き る 語学力
を必要 と し ま す。
・公募対象研究分野

微小重力科学， 生物科学， バ イ オ メ デ イ カ ル， 宇宙医
学， 字宙科学， 地球科学， 宇宙利用技術開発の 7 分野
・研究費， 研究期間

・ フ ェ ー ズ I 研究 ( A ) 研究費 : 3 千万 円以下/年 研
究期間 : 1�3 年， ・ フ ェ ー ズ I 研究 ( B ) 研究費 :
6 百万 円以下/年 研究期 間 : 1�3 年， ・ フ ェ ー ズ
I 研究 ( B ) 萌芽的研究 研究費 : 150 万 円 以 下/年

研究期間 : 1 年， ・ フ ェ ー ズ II 研究 研究費 : 1 千万
円程度�1 億円以下/年 研究期間 : 3 年

.選定
財団法人 日 本宇宙 フ ォ ー ラ ム 内 に ， 有識者 に よ っ て構

成 さ れ る 委員会 を 設置 し ， 応募 さ れた研究 テ ー マ の選定
等 を行い ま す。
・研究形態

研究形態 と し て は， 委託研究 (大学， 企業) ， 共 同研
究 (国立研究所) ， 招鴨研究の形態 を と り ま す。
・実験施設， 試験施設の提供

4) 小泉信三 ( 1993) : 農研セ ン タ ー研報 23 : 1�124. 
5) MILLAR， G. S. ら (1969) : Trans. Br. mycol .  Soc. 52 : 

57�66. 
6) 中島 隆 (1966) : 東北農試年報 H 8， pp.63�65. 
7) 一一一一 ( 1969) : 種子伝染病の生態 と 防除， 日 本植物防

疫協会， 東京， pp. 151�153. 
8) 大場信ー ら (1990) : 北 日 本病虫研報 4 1 : 50�52. 
9) 尾崎政春 (1992) : 畑作物の病害虫， 全国農村教育協会，

東京. pp.92�94. 
10) 一一一一 ( 1999) : 種子伝染病の生態 と 防除， 日 本植物防

疫協会， 東京， pp. 153� 155. 

研究 の必要 に 応 じ て調整の上， 落下塔， 航空機の微小
重力模擬実験施設等 の利用機会 を 提供 い た し ま す。
. ス ケ ジ ュ ー ル

・ 応募受付締 め 切 り : 平成 12 年 2 月 1 日 (火) 消 印 有
効 ， ・ 研究開始 : 平成 12 年 7 月 ~

・説明会 の 開催
本制度 の 内容， 応募 に あ た っ て の手続 き 等 に つ い て の

説明会 を以下の よ う に 開催 し ま す。
f< 場 開催 日 時 間 所在地

12月 13 日
東京都江東区有明3-1

TFT ホ ー ル
( 月 )

TFT ピ ル
電話 : 03-5530-5010  

東北大学流体科学
12月 17 日

宮城県仙台市青葉区片平
研究所 2- 1 - 1 
2号館 大講義室

(金) 1 4 : 00 電話 : 090-2335-2786 

(財) 大阪科学技術 12月 20 日 16 : 00 大阪府大阪市西 区靭本町

セ ン タ ー ( 月 )
1 -8-4 
電話 : 06-6443-5314 

九州大学
12月 2 1 日

福 岡 県福岡市東 区箱崎
創立50周年記念講 (火)

6-10-1 

堂 電話 : 090-2335-2786 

注記 : 上記事項 に つ い て は. 12 月 以降に詳細 な応募要領等 を 下記 ホ
ーム ページ に掲載す る 予定です 。

・問い合わせ先
財国法人 日 本宇宙 フ ォ ー ラ ム
公募研究推進部 募集担当 電話 : 03-3459- 1653 
FAX : 03-5470-8426 
URL : http://www.homepage.co.jp/jsforum 

E-mail : koubo@jsforum.or.j 

人 事 消 息
( 10 月 16 日 付)
藤井 剛氏 (食糧庁総務部検査課検査技術班生化学分析

係長) は農業生物資源研究所生理機能部 (耐病性研究
室) へ

(1 1 月 1 日 付)
遊佐陽一氏 (九州農業試験場地域基盤研究部 (害虫生態

制御研究室) ) は 国 際農林水産業研究 セ ン タ 一 生産利
用部 ・ 併任 (平成 1 1 年 12 月 15 日 ま で) に

中野正明氏 ( 国際農林水産業研究セ ン タ 一生物資源部主
研) は農林水産技術会議事務局 ・ 併任 に
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